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【
う
ら
へ
続
く
】

子
ど
も
医
療
費
・
学
校
給
食
費
・
子
ど
も
国
保
料

子
ど
も
支
援
「
三
つ
の
ゼ
ロ
」
を

統
一
地
方
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て

　
４
月
10
日   

日
本
共
産
党
常
任
幹
部
会（
声
明
要
旨
）

　

９
日
投
開
票
さ
れ
た
統

一
地
方
選
挙
の
前
半
戦
で
、

日
本
共
産
党
は
、
道
府
県

議
選
で
、
愛
知
県
の
議
席

空
白
を
克
服
し
、
８
県
で

議
席
増
を
果
た
し
ま
し
た
。

し
か
し
議
席
は
99
議
席
か

ら
77
議
席
に
後
退
の
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
得
票
で
は
、
４

年
前
の
統
一
地
方
選
挙
で

の
得
票
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
昨
年
の
参
議

院
選
挙
の
比
例
得
票
と
比

べ
る
と
、
得
票
数
で

１
３
２
・
５
％
、得
票
率
で

１
６
６
％
で
す
。
私
た
ち

は
、
こ
の
統
一
地
方
選
挙

を
、「
日
本
共
産
党
封
じ
込

め
の
逆
流
を
押
し
返
す
た

た
か
い
」
と
位
置
づ
け
て

奮
闘
し
て
き
ま
し
た
。
参

院
選
比
例
得
票
と
比
べ
て

得
票
を
伸
ば
し
た
こ
と
は
、

そ
う
し
た
奮
闘
の
反
映
と

考
え
ま
す
。

　

首
長
選
挙
で
は
、「
オ
ー

ル
与
党
」
政
治
、
維
新
政

治
の
転
換
を
は
か
る
立
場

で
、
大
義
の
旗
を
か
か
げ

て
た
た
か
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
今
後
に
生
き
る
も
の

で
す
。

　

支
持
を
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
み
な
さ
ん
に
、
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

後
半
戦
（
区
市
町
村
議

選
）
の
投
票
日
は
23
日

（
日
）で
す
。
私
た
ち
は
全

員
当
選
を
か
ち
と
る
た
め

に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

　

今
後
５
年
間
で
総
額

43
兆
円
も
の
大
軍
拡
を
推

し
進
め
る
た
め
の
新
た
な

基
金
を
創
設
す
る
「
軍
拡

財
源
確
保
法
案
」
が
６
日

の
衆
院
本
会
議
で
審
議
入

り
し
ま
し
た
。

  

日
本
共
産
党
の
志
位
委

暮
ら
し
壊
す
４
つ
の
大
問
題

軍
拡
財
源
確
保
法
案
は
廃
案
に

員
長
は
法
案
の
四
つ
の
大

問
題
を
厳
し
く
指
摘
。

  

第
１
は
、
復
興
特
別
所

得
税
の
半
分
を
軍
事
費
に

流
用
し
、
期
間
を
延
長
す

る
こ
と
。

　

第
２
は
、「
歳
出
改
革
」

に
つ
い
て
ど
こ
を
削
る
か

示
し
て
い
な
い
こ
と
。
社

会
保
障
費
を
は
じ
め
暮
ら

し
の
予
算
が
軒
並
み
削
減

さ
れ
る
こ
と
は
火
を
見
る

よ
り
も
明
ら
か
で
す
。

　

第
３
は
、
医
療
や
年
金

の
た
め
に
積
み
立
て
て
き

た
お
金
を
、
軍
事
費
に
流

用
す
る
こ
と
で
す
。

　

第
４
は
、
軍
事
費
に
国

債
を
あ
て
る
こ
と
。
戦
時

国
債
の
無
制
限
の
発
行
が

侵
略
戦
争
拡
大
に
つ
な

が
っ
た
反
省
に
た
っ
て
、

財
政
法
で
原
則
禁
止
と
さ

　

北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ

ル
発
射
で
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
。

「
朝
７
時
の
ニ
ュ
ー
ス
の

途
中
で
、『
北
海
道
周
辺
に

落
下
す
る
可
能
性
が
あ

る
』
と
の
臨
時
ニ
ュ
ー
ス

に
緊
張
し
た
」「
あ
と
で
訂

正
さ
れ
、
日
本
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ

内
へ
の
落
下
は
な
か
っ

れ
た
国
債
発
行
と
い
う

「
禁
じ
手
」に
踏
み
出
す
こ

と
で
す
。

　

志
位
氏
は
、「
こ
の
道
を

許
せ
ば
、
大
増
税
、
社
会

保
障
大
削
減
、
国
家
財
政

の
破
綻
は
必
至
で
す
。『
軍

拡
よ
り
生
活
』
に
大
切
な

税
金
を
」
と
強
調
し
、
廃

案
を
訴
え
ま
し
た
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

一
、北
朝
鮮
は
13
日
、弾

道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
を
強

行
し
た
。（
中
略
）

　

日
本
共
産
党
は
、
北
朝

鮮
の
暴
挙
を
厳
し
く
非
難

し
、
強
く
抗
議
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
以
上
の
発
射

と
核
開
発
の
中
止
を
厳
重

　

原
発
の
活
用
を
「
国
の

責
務
」
と
明
記
す
る
な
ど

原
発
回
帰
に
大
転
換
す
る

「
Ｇ
Ｘ（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

脱
炭
素
電
源
法
案
」
の
国

会
審
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
方
針
は
「
原
発
の

依
存
度
は
低
減
す
る
」「
新

増
設
は
想
定
し
て
い
な

原
発
回
帰
の
大
転
換
「
Ｇ
Ｘ
法
案
」

 
60
年
超
運
転
を
可
能
に

福
島
の
教
訓
忘
れ
た
の
か

た
」「
北
海
道
で
は
Ｊ
Ｒ
や

地
下
鉄
が
一
時
運
行
を
見

合
わ
せ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

ら
れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

黄
砂
が
日
本
列
島
に
大

量
飛
来
。「
都
心
で
も
２
年

ぶ
り
に
観
測
さ
れ
た
」「
洗

濯
物
の
外
干
し
を
控
え

た
」「
か
か
り
つ
け
の
医
師

か
ら
花
粉
症
や
呼
吸
器
系

疾
患
の
人
は
要
注
意
と
言

わ
れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
新
緑
が
き
れ
い
。花
も

次
々
と
咲
き
始
め
て
い
る
。

八
重
桜
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ

ツ
ツ
ジ
」「
武
蔵
野
中
央
公

園
に
点
在
す
る
ツ
ツ
ジ
が

北
朝
鮮
の
暴
挙
に
強
く
抗
議
す
る

  

―
外
交
ル
ー
ト
の
確
立
こ
そ
急
務

　
　
　
　
　
志
位
委
員
長
が
談
話

に
求
め
る
。

　

一
、
日
本
政
府
が
今
や

る
べ
き
は
、
北
朝
鮮
の
軍

事
的
挑
発
の
エ
ス
カ
レ
ー

ト
を
抑
え
、
問
題
を
外
交

的
に
解
決
す
る
た
め
の
実

効
あ
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

日
本
政
府
は
、
北
朝
鮮

へ
の
抗
議
に
せ
よ
、
両
国

間
の
懸
案
問
題
の
解
決
に

せ
よ
、
こ
の
間
、
直
接
の

対
話
の
ル
ー
ト
を
持
た
な

い
ま
ま
で
き
て
い
る
。
対

話
に
よ
る
解
決
の
た
め
の

努
力
を
行
わ
な
い
ま
ま
、

北
朝
鮮
の
暴
挙
を
利
用
し

て
大
軍
拡
や
軍
事
同
盟
の

強
化
に
走
る
こ
と
は
、
軍

事
対
軍
事
の
悪
循
環
に
陥

る
危
険
な
道
で
あ
る
。

　

北
朝
鮮
と
の
外
交
ル
ー

ト
の
確
立
こ
そ
急
務
で
あ

る
こ
と
を
強
調
す
る
。

【
訂
正
】
先
週
号
の
記
事

「
西
東
京
市
平
和
の
日
」

で
、「
武
蔵
野
製
作
所
」
は

「
武
蔵
製
作
所
」の
誤
り
で

し
た
。

い
」
と
い
う
政
府
自
身
の

従
来
方
針
を
投
げ
捨
て
、

財
界
や
産
業
界
の
要
求
を

丸
の
み
に
す
る
も
の
で
す
。

　

原
子
炉
等
規
制
法
の
改

定
案
は
、「
原
則
40
年
、
最

大
60
年
」
と
い
う
運
転
期

間
を
制
限
す
る
規
定
を
同

法
か
ら
削
除
し
、
電
気
事

業
法
に
移
し
ま
す
。
事
故

の
教
訓
で
あ
る
「
規
制
と

推
進
の
分
離
」
に
反
し
ま

す
。
ま
た
、
規
制
委
の
審

査
な
ど
に
よ
る
停
止
期
間

を
運
転
期
間
と
し
て
カ
ウ

ン
ト
せ
ず
、
実
質
60
年
を

超
え
て
の
運
転
を
可
能
に

故
の
反
省
も
教
訓
も
投
げ

捨
て
る
も
の
」と
批
判
、原

発
回
帰
を
撤
回
し
、「
原
発

ゼ
ロ
」
決
断
を
強
く
求
め

ま
し
た
。

　

原
発
再
稼
働
に
は
大
江

健
三
郎
さ
ん
、
坂
本
龍
一

さ
ん
も
反
対
し
て
い
ま
し

た
。

白
や
ピ
ン
ク
の
花
を
つ
け

て
い
る
。
数
は
少
な
い
が

真
っ
白
な
ユ
キ
ヤ
ナ
ギ
は

見
ご
ろ
だ
」

戻ってこない
　　年金積立金
破綻米２銀行に 550 億円投資

　

日
本
の
厚
生
年
金
や
国

民
年
金
の
積
立
金
が
、
３

月
に
経
営
破
綻
し
た
米
シ

リ
コ
ン
バ
レ
ー
銀
行
と
米

シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
銀
行
の
株

式
や
債
券
に
時
価
総
額
約

５
５
０
億
円
（
２
０
２
２

年
３
月
末
時
点
）
も
投
資

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

預
金
取
り
付
け
の
波
及

を
お
そ
れ
た
バ
イ
デ
ン
大

統
領
は
４
月
13
日
、
破
綻

銀
行
の
預
金
の
全
額
保
証

を
約
束
を
表
明
し
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
声
明
で
は
、

投
資
し
た
日
本
の
年
金
積

立
金
は
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
。

　
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」が
外

国
債
券
の
購
入
を
促
進
し

ま
し
た
。
自
公
政
権
の
責

任
が
問
わ
れ
ま
す
。
公
的

資
金
を
危
機
に
さ
ら
す
投

資
は
中
止
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

し
安
全
上
の
リ
ス
ク
は
さ

ら
に
高
ま
り
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
の
笠
井
議

員
は
衆
院
本
会
議
で
、「
事

わ
な
い
方
針
だ
」「
死
亡
者

数
も
都
道
府
県
報
告
は
終

了
し
人
口
統
計
で
把
握
す

る
よ
う
だ
」「
マ
ス
ク
着
用

が
緩
和
さ
れ
て
１
カ
月
、

着
用
率
は
横
ば
い
と
の
こ

と
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
本
の
総
人
口
、
前
年

比
55
万
６
千
人
減
（
総
務

省
12
日
発
表
）。「
12
年
連

続
マ
イ
ナ
ス
だ
」「
実
効
あ

る
少
子
化
対
策
や
人
口
減

に
対
応
し
た
施
策
が
急
務

に
な
っ
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
。「
大
谷
が
２

勝
し
た
。
去
年
よ
り
も
投

打
と
も
進
化
し
て
い
る
」

「
Ｗ
Ｂ
Ｃ
以
降
、出
場
し
た

プ
ロ
野
球
ピ
ッ
チ
ャ
ー
も

成
績
が
良
い
。
自
信
を
つ

け
た
の
だ
ろ
う
」「
大
リ
ー

グ
で
は
今
季
か
ら
投
球
間

に
時
間
制
限
を
設
け
る

ピ
ッ
チ
ク
ロ
ッ
ク
が
導
入

さ
れ
た
」「
打
者
に
も
打
撃

準
備
の
時
間
制
限
が
つ
く

「
政
府
は
、５
類
に
移
行
さ

れ
る
５
月
８
日
以
降
、
コ

ロ
ナ
に
感
染
し
た
小
中
高

生
の
学
校
出
席
停
止
措
置

を
５
日
間
に
短
縮
。
日
々

の
感
染
者
数
の
公
表
は
行


